
・黒崎ひびしんホール
・井筒屋小倉店
・北九州芸術劇場

・チケットぴあ（Ｐコード  658－134）
・ローソンチケット（Ｌコード  83757）
・イープラス  https://eplus.jp
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※未就学児のご入場はご遠慮下さい。
※障がい者割引での購入をご希望の方は、黒崎ひびしんホールへお問い合わせ下さい。
※障がい者割引をご利用の方は、療育手帳等のご提示をお願いします。 ※当日券300円増し。 

※各日10:00から発売。電話受付は13:00開始。

●主 催／株式会社黒崎コミュニティサービス　●共 催／北九州市
●企画・制作／株式会社アトリエ翔子　●協 賛／株式会社かば田食品

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

料
金〈
全
席
指
定
〉

一　般　 2,000円
友の会 　1,800円
U25 　       500円

一　般(障がい者割引)　 1,700円
友の会(障がい者割引)　 1,500円
U25(障がい者割引)　 　　200円

～ダウン症の書家・金澤翔子と
　　　　　　　　　母、親子の物語～

金澤翔子席上揮毫

金澤泰子 講演

（書道パフォーマンス）

Tel 093-621-4566黒崎ひびしんホール　

黒崎ひびしんホール 大ホール　 

1
令和8年
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9月14日（日）・ 発売開始 ・鑑賞サポート：手話通訳、車いす席(数に限りがございます) ・ 友の会ファンタジア先行発売 9月7日（日）

（月・祝）
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開場 13：30 / 開演 14：00

公演終了後、直筆サイン会を開催

お問合せ
お申込み

「ダウン症の娘と
　　　共に生きて」

当日書籍の購入者限定

※黒崎ひびしんホールのオンラインでもご購入頂けます（午前3～4時を除く終日）。
　詳しくは公演ウェブページをご覧下さい。



託児サービスのご案内
申込先  黒崎ひびしんホール

Tel 093-621-4566
北九州市立黒崎文化ホール
黒崎ひびしんホール
〒806-0034 北九州市八幡西区岸の浦2-1-1
Tel.(093)621-4566　Fax.(093)621-4522
https://www.kurosaki-bunka.jp/

ACCESS
■電車  JR黒崎駅より徒歩10分
■筑豊電鉄  黒崎駅より徒歩10分
■バス  西鉄バス・市営バス  熊手四ツ角バス停降りてすぐ
■車  北九州都市高速黒崎インターから車で5分

要予約

託児サービス(ゼロ歳児から小学校入学前のお
子様)には、定員がございます。ご希望の方は、
チケットをご購入前にお電話・窓口にて事前
にお問い合わせ下さい。定員になり次第締め
切りいたします。受付は公演日の10日前まで。
託児料1,100円(税込)、申し込み後のキャン
セルは必ずご連絡下さい。 

チケット取扱・お問い合せ（９時～２２時） 九州病院
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黒崎ひびしんホール
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書家。随筆家。ダウン症の書家として知られる金澤翔子の母。明治大学卒。柳田流家元
に師事。東京大田区に「久が原書道教室」を開設。金澤翔子を産み育てた母であり書の
師匠。出産当時ダウン症の娘が生まれたことで絶望の淵に立たされていた母泰子。見え
ない壁を乗り越えながら「希望」を探し続けた親子二人三脚の軌跡をはじめ、地域との
関わりや、翔子の一人暮らしの様子から自立をテーマにした講演は高い定評がある。
これまでに実施された講演は延べ1000回を数え、テレビやラジオを中心に多数のメディア
に出演する傍ら、随筆家としても活躍し執筆著書は30タイトルを超える。

書家。５歳の時に書家である母・泰子に師事し書を始める。伊勢神宮や東大寺など神社
仏閣 の総本山や大本山にて奉納揮毫や個展を開催。 国内有名美術館のほか、ニュー
ヨークやロンドンなど 世界各地で個展や公演を開催し大きな反響を呼ぶ。ローマ教皇来日
の際にはバチカン市国に大作『祈』を寄贈。また、上皇陛下が天皇御在位中に天皇御製
を担当し謹書。近年では、東京オリンピック公式アートポスター制作や、NHK大河ドラマ
「平清盛」の題字担当、ニューヨーク国連本部での日本代表スピーチなど多岐にわたり
活躍している。自身の代表作『共に生きる』を合言葉に、共生社会の実現に向けた活動
にも継続的に取り組んでいる。

■公式ホームページ　https://k-shoko.org/
■Instagram　https://www.instagram.com/shoko.kanazawa/

受賞歴・肩書

受賞歴・肩書

・ 久が原書道教室主宰
・ 東京芸術大学評議員
・ 日本福祉大学客員教授
・ 2015／グッドエイジャー賞受賞
・ 2019／児玉国際教育財団「未来のいしずえ賞」受賞

・ 文部科学省スペシャルサポート大使
・ 国立青少年教育推進機構アンバサダー
・ 神奈川県「ともに生きる社会かながわ憲章」応援大使
・ いわき応援大使
・ 楢葉町アンバサダー
・ 東京タワー初代 文化大使
・ 2013年紺綬褒章を受章

金澤  泰子 ／ かなざわ・やすこ

／ かなざわ・しょうこ金澤  翔子


